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内 容 

概 要 

●パーキンソン病患者は運動機能低下や，無動・振戦・固縮・姿勢の不安定性によって特徴付け

られる 

  

●この Study は二人のパーキンソン患者の歩行障害についての介入を記載しており，①の実験で

はセラピーを off のパーキンソン患者に視覚的合図での歩行の反応を記載している 

  

●②の実験では高齢者や若い正常な人と比較したパーキンソン病患者への歩行時のターンの運動

制御とバイオメカニクスについて示している 

  

  

  

http://www.stroke-lab.com/gijuku
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/11427288
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/11427288


結 果 

●実験①：視覚刺激を用いると股関節・膝関節・足関節の可動域が増大し

た  

Fig1：矢状面からみた歩行時における各関節の動き 薄いライン：視覚刺激を用いた実験結果 

a：股関節 b：膝関節 c：足関節 

  

●実験②：PD はステッピングが多く，30 度・60 度・90 度・120 度などでの回旋の程度は小さ

かった 

  

●特に 60 度で健常人の若い人と高齢者は大きく回旋が認めたが，パーキンソン病患者は小さか

った 



 

 

Fig2：上部体幹と下部体幹の関係性 



●RSHO（right shoulder）RASI(right anterior superior iliac spine)の程度の比較で，特に 60 度

の線が高齢者や若い正常人において変化の程度が大きい 

  

●60 度はステップなしに大きなターンを成し遂げる必要性があり，大きなスイング時に体幹の大

きな回旋が要求される 

  

●PD は上部体幹と下部体幹の不連結が言われているが，それは体幹運動を修正するためのター

ンの際に著明に出やすい 

  

●Ldopa の離脱後 12 時間時の歩行の平均スピードは 23.9 メートル/分であった 

  

●Ldopa を入れるとわずか 27 ㍍/min だけであり，正常の 3 分 2 程度であった 

  

●この原因として歩幅の減少であり，同じ年齢の平均の歩幅の 3 分の 2 であった 

  

●歩行のスピードの乏しさに加えて、タイミング障害も薬物によって改善は認められなかった 

  

●リズミカルな歩行は前頭葉による制御というより脳幹や，小脳・脊髄部位によってより制御さ

れ，基底核や SMA－PMA といった大脳基底核ループは運動サイズの拡大・縮小の役割を持って

いる 

●パーキンソン病は蹴りだしが難しく，Mid stance が長い 



考 察 

●機能障害をきたした基底核を開通させるために体性感覚や視覚、聴覚刺激といった外部刺激に

よって刺激する 

  

●外部刺激や注意戦略などは運動前野や補足運動野で可能とし、基底核の運動制御の欠如へのよ

り良い代償手段となる 

  

●脳血流をみた研究では，PD が注意戦略や外部刺激によって運動遂行ができるとき，PMA・

SMA の脳血流が上昇したという報告もでている 

  

  

  

明日への臨床アイデア 

●片麻痺などでも大脳－基底核ループが傷害を受けていた場合，視覚刺激などで PMA た SMA と

いった Planning を刺激した介入による運動遂行の上昇を狙える可能性を示唆している 

  

●ターンを評価する際，何度ぐらいでステッピングがでているか？回旋はどの程度出現している

か？をしっかり評価していく必要がある 

  



●パーキンソン病患者には従来から外部刺激・誘導性の治療が有効だとされてきているが，その

脳科学的な中身とバイオメカニクス・運動学的な事象のすり合わせを把握しておくことは治療上

重要 

  

●外部刺激優位で External loop を使用しながらも，Internal loop も促通しながら自己の内部モデ

ルを再度呼び覚ますようなアプローチのイメージをもって上で，外部誘導依存になり過ぎないよ

うな視点も持っておくことは重要であると考えられる 
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